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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カニューレ（５）を含む分注器具で、前記カニューレ（５）がジャケット（１０）に対
して複数の角度位置を維持できるように共軸のジャケット（１０）で外側を覆い、前記カ
ニューレ（５）が第一開口手段（７，２８）を備え、前記ジャケット（１０）が第二開口
手段（１５）を備え、前記第二開口手段（１５）が前記第一開口手段（７，２８）と共働
して前記ジャケット（１０）と前記カニューレ（５）により通気通路手段（１８，３１）
を規定するように配置し、前記第一開口手段（７，２８）と前記第二開口手段（１５）が
前記通気通路手段（１８，３１）に対して縦方向位（Ｐ１；Ｐ２；Ｐ３，Ｐ１’；Ｐ２’
；Ｐ３’）を規定するような形状であり、前記縦方向位（Ｐ１；Ｐ２；Ｐ３，Ｐ１’；Ｐ
２’；Ｐ３’）が前記ジャケット（１０）と前記カニューレ（５）間の相対的角度位置に
依存し、前記第一開口手段（７，２８）が前記カニューレ（５）の第一外側壁（６）の第
一スリット（７）で規定され、前記第二開口手段が前記ジャケット（１０）の第二外側壁
（１３）の第二スリット（１５）で規定される分注器具。
【請求項２】
　前記縦方向位（Ｐ１；Ｐ２；Ｐ３，Ｐ１’；Ｐ２’；Ｐ３’）が前記通気通路手段（１
８，３１）の末端位である請求項１に記載の器具。
【請求項３】
　前記第一開口手段（７，２８）が前記カニューレ（５）の縦軸（Ｘ）に沿って延びる第
一活性縁部（９，３０）を有する請求項１又は２に記載の器具。
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【請求項４】
　前記第一活性縁部（９，３０）が前記縦軸（Ｘ）に対して傾斜した請求項３に記載の器
具。
【請求項５】
　前記第二開口手段（１５）が第二活性縁部（１７）を有し、前記第一活性縁部（９，３
０）と操作上交差する請求項３又は４に記載の器具。
【請求項６】
　前記第二活性縁部（１７）が前記第一活性縁部（９，３０）に対して傾斜した請求項５
に記載の器具。
【請求項７】
　前記通気通路手段（１８，３１）が前記第一活性縁部（９，３０）の一部と前記第二活
性縁部（１７）の一部の間に規定される請求項５又は６に記載の器具。
【請求項８】
　前記第二活性縁部（１７）が前記第一活性縁部（９，３０）に対して少なくとも第一角
度位置を有し、前記第二活性縁部（１７）が前記第一開口手段（７，２８）の最小部分を
暴露する請求項５乃至７のいずれか１項に記載の器具。
【請求項９】
　前記第二活性縁部（１７）が前記第一活性縁部（９，３０）に対して少なくとも第二角
度位置を有し、前記第二活性縁部（１７）が前記第一開口手段（７，２８）の中間部を暴
露する請求項５乃至７のいずれか１項に記載の器具。
【請求項１０】
　前記第二活性縁部（１７）が前記第一活性縁部（９，３０）に対して少なくとも第三角
度位置を有し、前記第二活性縁部（１７）が前記第一開口手段（７，２８）の一部を暴露
する請求項５乃至７のいずれか１項に記載の器具。
【請求項１１】
　請求項１乃至請求項１０のいずれか１項に記載の分注器具（１）を含む充填先端部（２
）を備えた充填機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は所定量の液体製品を容器に分注する分注器具に関する。
【０００２】
　この発明は特に容器を液体製品で充填するのに用いる充填機の先端部に関連する分注器
具に関する。
【背景技術】
【０００３】
　垂直軸に沿って縦方向に延び、充填すべき容器に少なくとも一部を挿入するように配置
したカニューレを備えた分注器具が知られている。
【０００４】
　このカニューレは容器に含まれる空気を排出でき、最初上にあるタンクに含まれたる液
体製品を容器に充填できる機能を有する。
【０００５】
　このカニューレはその外側面上に容器に含まれる空気用の通気孔として働くように配置
した開口部を備える。
【０００６】
　瓶に注いだ液体製品が、液体製品によりその開口部を妨げるレベルに達すると、空気は
最早排出せずこの液体製品の移動操作は自動的に停止する。
【０００７】
　この開口部を容器底に対して上下して、より多量又はより少量なレベルの液体製品で容
器を充填するか、又は異なる容積を有する容器を充填できる。
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【０００８】
　上述の分注器具の欠点は、瓶に注ぐべき液体製品の量を変える必要があり、次いで所望
位置に通気開口を有する新規のカニューレを取り付ける必要がある場合には、常にカニュ
ーレを交換する必要があることである。
これは好ましくない時間の損失を伴う。
【発明の開示】
【０００９】
この発明の目的は、液体製品の分注器具を改良することである。
更なる目的は、その時々でカニューレ交換の必要が全く無しに所望量の液体製品を容器に
充填できる分注器具を得ることである。
【００１０】
なお更なる目的は容易に実現でき費用抑制が達成できる分注器具を提供することである。
この発明に従うと、カニューレがジャケットに対して複数の角度位置で維持できるように
共軸の前記ジャケットで外を覆ったカニューレを含む分注器具を提供し、前記カニューレ
は第一開口手段を備え、前記ジャケットは第二開口手段を備え、前記第二開口手段は前記
第一開口手段と共働して前記ジャケットと前記カニューレにより通気通路手段を規定する
ように配置し、前記第一開口手段と前記第二開口手段が前記通気通路手段に対して縦方向
位に規定する形状であり、前記縦方向位が前記ジャケットと前記カニューレ間の相対的角
度位置に依存し、前記第一開口手段が前記カニューレの第一外側壁の第一スリットにより
規定され、前記第二開口手段が前記ジャケットの第二外側壁の第二スリットにより規定さ
れる。
【００１１】
この発明のおかげでカニューレ交換の必要が全く無しに分注する液体製品の量及び／又は
レベルを変化できる分注器具が実現できる。
【００１２】
実際にジャケットに対してカニューレを回転することにより、容器に含まれる空気を排出
する通気通路手段に対して複数の縦方向位に規定できる。これにより容器中の液体製品の
量及び／又はレベルを変化できる。
【００１３】
これによりカニューレ交換用の設定時間が避けられ、充填先端部の構造的な複雑さが大き
く削減でき、その結果経済的利益が得られる。
【００１４】
この発明は同封の図面を参照してより良く理解実行でき、その幾つかを例示の制限のない
実施形態で以下に示す。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　図１を参照して、図示しない充填機の充填先端部にと関連するぶんちゅう器具１を示し
、この器具１は複数の充填先端部２を含み、各先端は充填液５０で各容器を充填するよう
に配置する。
【００１６】
　充填先端部２は容器３に充填しようとする所定量の液体製品５０を含むように配置した
貯蔵タンク４を含む。
【００１７】
　貯蔵タンク４は所定の一定量の液体製品５０を含有することにより、実質的に一定の充
填速度で重力による充填が行われる。
【００１８】
　分注器具１は、周りを回転可能で、軸Ｘに沿って延びるカニューレ５を含み、カニュー
レは使用時には容器３に少なくとも一部が挿入されるように配置する（図１及び２）。
図２乃至５に詳細に示したカニューレ５は実質的に管状であり、実質的に第一円筒状外側
壁６を備える。
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【００１９】
　カニューレ５は更に端部１２を含み、少なくとも部分的に容器３に挿入するように配置
され、端部１２は第一外側壁６内で実現され、実質的に軸Ｘに沿って延びる第一スリット
７を含む。
【００２０】
　第一スリット７は実施的に軸ｘに平行に伸びる第一円部８と、軸ｘに対して傾斜し第一
円部８と反対側の第一活性縁部９を含む。
【００２１】
　カニューレ５は更に実質的に共軸の固定ジャケット１０により外側を覆う。
このような方法で軸Ｘ周りに回転可能なカニューレ５は、ジャケット１０に対して複数の
相対的角度位置を実現できる。
【００２２】
　ジャケット１０は実質的に管状で、実質的に円筒状の第二外側壁１３を備える。
ジャケット１０は更に末端ゾーン１４を含み、少なくとも部分的に容器３に挿入するよう
に配置され、第二外側壁１３内で実現し実質的に軸Ｘに沿って延びる第二スリット１５を
含む。
【００２３】
　第二スリット１５は軸Ｘに実質的に平行に延びる第二縁部１６と、軸Ｘに対して傾斜し
第二縁部１６と反対側の第二活性縁部１７を含む。
【００２４】
　第二活性縁部１７は更に第一活性縁部９に対して傾斜し、第二活性縁部１７は使用時に
第一活性縁部９と交差するように配置する。
【００２５】
　使用時には第二スリット１５の一部と第一スリット７の遠位部が、ジャケット１０に対
してカニューレ５の角度位置に従い共働して、所望量の液体５０で容器３を充填できるよ
うに容器から空気１９の排出を促進するように配置した通気通路１８を規定する（図３）
。
換言すると、使用時には第二活性縁部１７と第一活性縁部９が交差して通気通路１８を規
定し、通気通路１８はカニューレ５とジャケット１０間の相対的角度位置に従い複数の縦
方向の末端位を維持できる。
【００２６】
　この発明の実施形態では、カニューレ５はジャケット１０に対して任意の角度位置が維
持できる。
【００２７】
　この発明の更なる実施形態では、カニューレ５は所定角度位置のみで維持できる。
使用時には通気通路１８に対し所望の縦方向の末端位を規定するように、カニューレ５は
その自由端２０（図１）を作動して手動回転するか、又は図示しない駆動装置をジャケッ
ト１０に対して自動回転する。
【００２８】
　使用時には充填液５０が通過するように配置した円形通路２１を規定するように充填先
端部２を上げ、その結果貯蔵タンク４から下にある容器３に向かって通気通路１８の縦方
向の末端位の機能である所望レベルまで流すことができる。
図３を参照して分注器具１の第一操作配置Ａ１が示され、容器３は第一充填レベルまで充
填液５０で充填できる。
【００２９】
　第一操作配置Ａ１では、カニューレ５はジャケット１０に対して図示しない第一角度だ
け回転する。
第一操作配置Ａ１では、第一活性縁部９が第一スリット７の最小部分２２を露出するよう
に第二活性縁部１７と交差する。これにより縦方向の第一末端位Ｐ１を規定する第一通気
通路２４を得ることができる。
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【００３０】
　第一操作配置Ａ１では、充填先端部２を上げると充填液５０が容器３に流入し始め、同
時にそこに含まれた空気１９自身を空にする。
【００３１】
　換言すると充填操作中に、充填液５０は容器３内でそのレベルを増加するが、空気１９
は第一通気通路２４を通して充填液５０が縦方向の第一末端位Ｐ１に達したレベルまで排
出する。
【００３２】
　丁度この時空気１９は最早通気通路を持たず、容器３内と充填液５０が貯蔵タンク４か
ら移動するのを妨げるように容器３を配置した密閉室内に余儀なく残る。
これにより実質的に縦方向の第一末端位Ｐ１に縦方向に位置する第一充填レベルまで容器
３を充填液５０で充填できる。
【００３３】
　図４を参照して分注器具１の第二操作配置Ａ２が示され、容器３は第二充填レベルまで
充填液５０で充填できる。
【００３４】
　第二操作配置Ａ２では、カニューレ５はジャケット１０に対して図示しない第二角度だ
け回転する。
【００３５】
　第二操作配置Ａ２では、第一活性縁部９が第一スリット７の中間部２３を露出するよう
に第二活性縁部１７と交差する。これにより縦方向の第二末端位Ｐ２を規定する第二通気
通路２５を得ることができる。
【００３６】
　充填液５０が縦方向の第二末端位Ｐ２に達するレベルまで空気１９を排出する以外は、
その充填操作は第一操作配置Ａ１で記載の方法と実質的に同様に実施する。
これにより実質的に縦方向の第二末端位Ｐ２に縦方向に位置する第二充填レベルまで容器
３を充填液５０で充填できる。
【００３７】
　図５を参照して分注器具１の第三操作配置Ａ３が示され、容器３は第三充填レベルまで
充填液５０で充填できる。
【００３８】
　第三操作配置Ａ３では、カニューレ５はジャケット１０に対して図示しない第三角度だ
け回転する。
【００３９】
　第三操作配置Ａ３では、第一活性縁部９が第一スリット７の一般部分２６を露出するよ
うに第二活性縁部１７と交差する。これにより縦方向の第三末端位Ｐ３を規定する第三通
気通路２７を得ることができる。
【００４０】
　充填液５０が縦方向の第三末端位Ｐ３に達するレベルまで空気１９を排出する以外は、
その充填操作は第一操作配置Ａ１と第二操作配置Ａ２で記載の方法と実質的に同様に実施
する。
【００４１】
　これにより実質的に縦方向の第三末端位Ｐ３に縦方向に位置する第三充填レベルまで容
器３を充填液５０で充填できる。
【００４２】
　この発明の更なる実施形態では図示しないが、回転可能なカニューレは、所定通路、例
えばらせん状通路を規定するような方法で次々と第一外側壁に位置する複数のスリットを
備える。
【００４３】
　本実施形態では、ジャケットは固定し、第二外側壁に適切に位置した複数の第二スリッ
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トを備え、各スリットでジャケットに対しカニューレにより規定した相対的角度位置に従
い縦方向に位置する各通気通路を異なる高さに規定するように、第二スリットは対応する
第一スリットと共働するように配置する。
このようにしてジャケットに対してカニューレにより規定した角度位置に従い所望の第一
スリット－第二スリット対が選択でき、各通気通路の所定の縦方向位置に対応する。
図６乃至８を参照して分注器具１の実施形態が示され、固定したジャケット１０を含み、
回転可能なカニューレ５はその末端部１２に、例えばらせん形状に第一外側壁６に沿って
延びる細長い穴２８を含む。
【００４４】
　細長い穴２８は軸Ｘに対して傾斜した第一遠位縁部２９と、軸Ｘに対して又傾斜し第一
遠位縁部２９に面した第一活性遠位縁部３０を含む。
【００４５】
　換言すると第一遠位縁部２９と第一活性遠位縁部３０は実質的に互いに平行である。
第一活性遠位縁部３０は又ジャケット１０の第二活性縁部１７に対して傾斜し、使用時に
は第二活性縁部１７と交差するように配置する。
【００４６】
　使用時には第二活性縁部１７と第一活性遠位縁部３０の遠位部が、機能的には通気通路
１８と実質的に同様の遠位通気通路３１を規定するようにジャケットに対してカニューレ
５の角度位置に従い共働する。
【００４７】
　使用時にはカニューレ５は遠位通気通路３１に対して所望の縦方向の末端位を規定する
ようにジャケット１０に対して回転する。
【００４８】
　図６を参照して分注器具１の本実施形態を第一操作配置Ａ１に示す。
第一操作配置Ａ１では、第一活性遠位縁部３０が細長い穴２８の遠位最小部３４を露出す
るように第二活性縁部１７と交差する。これにより縦方向の第一遠位末端位Ｐ１’を規定
する第一遠位通気通路３５を得ることができる。
【００４９】
　第一スリット７を備えたカニューレ５を含む分注器具１について上述の方法と実質的に
同様の方法で充填操作は実施する、即ち空気１９は充填液５０が縦方向の第一遠位末端位
Ｐ１’に達するレベルまで排出される。
【００５０】
　これにより実質的に縦方向の第一遠位末端位Ｐ１’に縦方向に位置する第一遠位充填レ
ベルまで容器３を充填液５０で充填できる。
【００５１】
　図７を参照してぶんちゅう器具１の本実施形態を第二操作配置ａ煮に示す。
第二操作配置Ａ２では、第一活性遠位縁部３０は細長い穴２８の遠位中間部３６を露出す
るように第二活性縁部１７と交差する。これにより縦方向の第二遠位末端位Ｐ２’を規定
する第二遠位通気通路３７を得ることができる。
【００５２】
　充填操作は上述と実質的に同様の方法で実施し、即ち空気１９は充填液５０が縦方向の
第二遠位末端位Ｐ２’に達するレベルまで排出される。
【００５３】
　これにより実質的に縦方向の第二遠位末端位Ｐ２’に縦方向に位置する第二遠位充填レ
ベルまで容器３を充填液で充填できる。
【００５４】
　図８を参照して分注器具１の本実施形態を第三操作配置Ａ３に示す。
第三二操作配置Ａ３では、第一活性遠位縁部３０が細長い穴２８の遠位一般部３８を露出
するように第二活性縁部１７と交差し、縦方向の第三遠位末端位Ｐ３’を規定する第三遠
位通気通路３８を得ることができる。
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【００５５】
　充填操作は上述と実質的に同様の方法で実施し、即ち空気１９は充填液５０が縦方向の
第三遠位末端位Ｐ３’に達するレベルまで排出される。
【００５６】
　これにより実質的に縦方向の第三遠位末端位Ｐ３’に縦方向に位置する第三遠位充填レ
ベルまで容器３を充填液で充填できる。
【００５７】
　この発明の更なる実施形態では図示しないが、回転可能なカニューレは複数の細長い穴
、例えば円形の細長い穴を備え、所定通路、例えばらせん状通路を規定するように次々と
第一遠位外側壁に沿って配置する。
【００５８】
　本実施形態ではジャケットは固定され、外側壁に沿って配置された複数のスリットを備
え、各スリットはジャケットに対しカニューレにより規定した相対的角度位置に従い縦方
向に位置する各通気通路を異なる高さに規定するように、対応する細長い穴と共働するよ
うに配置する。
【００５９】
　このようにしてジャケットに対してカニューレにより規定した角度位置に従い、各通気
通路の所定縦位置に対応する所望の細長い穴－スリット対が選択できる。
選択した通気孔用通路に従い、所望量の充填液で容器を充填できる。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】図１は充填先端部つきの分注器具の部分断面概略正面図である。
【図２】図２は図１の分注器具の部分拡大透視図である。
【図３】図３は第一操作配置での図１の分注器具の部分正面図である。
【図４】図４は第二操作配置での図１の分注器具の部分正面図である。
【図５】図５は第三操作配置での図１の分注器具の部分正面図である。
【図６】図６は第一操作配置での図１の分注器具の更なる実施形態の部分正面図である。
【図７】図７は第二操作配置での図１の分注器具の更なる実施形態の部分正面図である。
【図８】図８は第三操作配置での図１の分注器具の更なる実施形態の部分正面図である。
【符号の説明】
【００６１】
１：分注器具
２：充填先端部
３：容器
４：貯蔵タンク
５：カニューレ
６：第１外側壁
７、２８：第1開口手段（スリット）
８：第１縁部
９、３０：第１活性縁部
１０：ジャケット
１２：端部
１３：第２外側壁
１４：末端ゾーン
１５：第2開口手段（スリット）
１６：第２縁部
１７：第２活性縁部
１８、３１：通気通路手段
１９：空気
２０：自由端
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２１：円形通路
２２、３１：最小部分
２３、３２：中間部
２４：第１通気通路
２５：第２通気通路
２６、３３：一般部分
２９：第１遠位縁部
３４：遠位最小部
３５：第１遠位通気通路
３６：遠位中間部
３７：第２遠位通気通路
３８：第３遠位通気通路
５０：充填液

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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